


















本稿では、 1947 （昭和 22）年 3 月、教育基本
法が制定され、戦後改革の要のひとつ戦後教育改












































第 2 次大戦後の GHQ· CIES 統治下の日本政府


























等教育進学率を回復するのは、 1960 （昭和 35)











制大学への進学率は 1960年 8.2% 、 1970 （昭和



















































































































































































































































































































































































































して、 6 3 3 に続く 4 を生んだ主体は日本側にあ
るという相当明確な記述を残している。
高等教育段階の専門学校自体、高等専門学校第


































を感じる』 Os歳）一一 1 .日本29.5% 、 2. ア
イスランド 10.3% 、 3. フランス 6.4% 、 4. イ
ギリス 5.4%、また「場違い、仲間はずれを感じるJ
一一日本 18% となっていて、ともに日本は第 1
位である。果たしてゆとり教育は真に行われてい
たのか。また、この間の学力低下は著しい。
さらに、いじめ・自殺、教科未履修問題、教員
の資質、教育委員会のあり方、給食費未払いにみ
る親のあり方、国・地方自治体レベル両方の教育
予算等々、課題が山積している。一方、特別支援
教育の開始、つまり普通教育と特殊教育という教
育区分の終了という新たな教育構想の実施の試み
もある。教育は、今、非常に大きな転機にあるこ
とは明らかなことである。
家庭生活の環境、父母・保護者の労働環境も多
様であり、本来子どもを見守るべき社会の安全・
安定にも課題が多い。受験と学校とで、学習目標
が異なる空聞を行き来する生活から、子どもたち
本人の生き方にも、理想の狭さ・弱さがある。学
校生活を送る子ども相互の関係にもバーチャル、
メディア空間での関係との二重性を伴うことな
り、精神面の疲れ・不安定さもある。
仲良しの子どもの世界、正義感という緊張感を
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愛知大学史研究（第2 号、 2008年）
持つ高校生・青年の世界、真理を探究することが
生きることそのものである大学生の世界、社会を
形成し、人間として生きることを真剣に考える社
会・家庭の回復こそ、今世紀の教育が取り組むべ
き課題である。道徳、集団で、の生活習慣の育成と
生きた学力の結びつき、また理性・認識能力と感
情・感性、社会性が結びつきながら育っていくと
いう教育古典の教えるセオリーを回復するため
に、まず大人が自分を見直し、生活を変えていく
ことから始める必要がある。大人が学ぶこと、考
えること、理想、を持ち直すこと、そして前向きに
元気に生きることである。そうすれば、日本の教
育は変わる可能性は充分にある。
では、このなかで大学はどうあればよいのだろ
うか。人間となっていく素晴らしさと人間である
ことの厳しさを初めて学ぶ〈学校教育〉〈家庭教
育〉、（再）発見する〈生涯学習〉ということがこ
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れからの教育の全体像であるとすれば、大学とは
まさにその両者を繋ぐ絶好の位置にある。上に見
た、ょいとはいえない生活環境、教育空間をしば
しば体験してきた現代の青年がそれでもなお大学
に進学してくることは、まさに人聞の素晴らしさ
を無言のうちに表すものである。そうであるなら
ば、大学に学ぶ学生の学力・人間性・専門性が癒
され、回復し、そして高まるように、さまざまな
仕掛けを持つ人知による最高の空間をわれわれは
創造する責任がある。その場合、鍵的概念となる
ことは人格と教養の形成である。また、成人の学
ぶ大学づくりも求められる。学制改革から 60年
を経た今日の課題である。
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